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目的目的目的目的

近年 ハイパフォーマンスダイアライザ等の使用により近年 ハイパフォーマンスダイアライザ等の使用により近年、ハイパフォ マンスダイアライザ等の使用により、近年、ハイパフォ マンスダイアライザ等の使用により、
カプラ戻口ライン及び透析装置内に残存する、白色異物のカプラ戻口ライン及び透析装置内に残存する、白色異物の
付着が認められる現象が増加した。付着が認められる現象が増加した。

当院で使用しているアムテック社製塩素系洗浄剤当院で使用しているアムテック社製塩素系洗浄剤
CO 200CO 200のみでは除去が困難であるのみでは除去が困難であるECO―200ECO―200のみでは除去が困難である。のみでは除去が困難である。
そこで、アムテック社製付着異物除去用洗浄剤そこで、アムテック社製付着異物除去用洗浄剤QCXQCX--500L500L
を使用し 付着物における溶解・除去の有効性についてを使用し 付着物における溶解・除去の有効性についてを使用し、付着物における溶解・除去の有効性についてを使用し、付着物における溶解・除去の有効性について
報告する。報告する。



QCXQCX--500L500L組成表組成表

外観外観 淡黄色透明水溶液淡黄色透明水溶液外観外観 淡黄色透明水溶液淡黄色透明水溶液

成分成分 非イオン界面活性剤、苛性アルカリ非イオン界面活性剤、苛性アルカリ

カルボン酸系金属キレート剤 珪酸塩化合物カルボン酸系金属キレート剤 珪酸塩化合物カルボン酸系金属キレ ト剤、珪酸塩化合物カルボン酸系金属キレ ト剤、珪酸塩化合物

臭気臭気 僅かに特異臭僅かに特異臭

比重（比重（2525℃℃）） 1 0131 013±±0 0030 003比重（比重（2525℃℃）） 1.0131.013±±0.0030.003

pHpH（（2525℃℃）） 約約1212

保存安定性保存安定性 常温常温22年年



QCXQCX--500L500Lの特性の特性QCXQCX 500L500Lの特性の特性

QCXQCX--500L500Lは、次亜系洗浄剤との配合により相乗的に高い洗浄力を発揮する。は、次亜系洗浄剤との配合により相乗的に高い洗浄力を発揮する。

成分成分 特性特性

非イオン界面活性剤非イオン界面活性剤 付着物の除去付着物の除去非イオン界面活性剤非イオン界面活性剤 付着物の除去付着物の除去

苛性アルカリ苛性アルカリ 洗浄力作用洗浄力作用

カルボン酸系金属キレート剤カルボン酸系金属キレート剤 炭酸カルシウム生成抑制炭酸カルシウム生成抑制

珪酸塩化合物珪酸塩化合物 金属腐食・部材劣化防止金属腐食・部材劣化防止珪酸塩化合物珪酸塩化合物 属腐食 部材劣化防属腐食 部材劣化防

※※ ETRFETRF（（ｴﾝﾄﾞﾄｷｼﾝ捕捉ﾌｨﾙﾀ）設置機器での使用は、界面活性剤がｴﾝﾄﾞﾄｷｼﾝ捕捉ﾌｨﾙﾀ）設置機器での使用は、界面活性剤が

フィルタ内に残留してしまうので禁忌フィルタ内に残留してしまうので禁忌。。



方法方法方法方法

①①残存付着物の成分を染色試験にて分析した。残存付着物の成分を染色試験にて分析した。

②付着物が顕著な透析装置（ニプロ社製多人数用透析装置②付着物が顕著な透析装置（ニプロ社製多人数用透析装置

NCUNCU--88 33台）を対象にカプラ戻口からスポット洗浄を行い台）を対象にカプラ戻口からスポット洗浄を行いNCUNCU 88、、33台）を対象にカプラ戻口からスポット洗浄を行い、台）を対象にカプラ戻口からスポット洗浄を行い、
洗浄効果を目視にて行った。洗浄効果を目視にて行った。

③カプラ戻口ラインから透析液を採取し、洗浄前後での、③カプラ戻口ラインから透析液を採取し、洗浄前後での、
エンドトキシン（以下エンドトキシン（以下ETET）測定及び生菌数を）測定及び生菌数を測定した。測定した。ンドトキシン（以下ンドトキシン（以下 ）測定及び 菌数を）測定及び 菌数を測定した。測定した。



洗浄方法洗浄方法

①①ECOECO--200200単剤のみと単剤のみとQCXQCX--500L +500L + ECOECO--200200のの
混合液を用いて 洗浄効果を比較混合液を用いて 洗浄効果を比較

洗浄方法洗浄方法

混合液を用いて、洗浄効果を比較。混合液を用いて、洗浄効果を比較。

ⅠⅠ::ラインラインAA：：ECOECO--200200（（NaClONaClO：：12000ppm12000ppm））
水（約水（約 ℃℃））ECOECO--200+200+水（約水（約4242℃℃）＝）＝11：：44

ⅡⅡ::ラインラインBB：：QCXQCX--500L500L++ ECOECO--200 200 （（NaClONaClO：： 12000ppm12000ppm））
QCX500QCX500--L+ECOL+ECO--200+200+水水（約（約4242℃℃））＝＝11：：11：：33

ⅢⅢ::ラインラインCC：：QCXQCX--500L 500L ++ECOECO--200200 （（ NaClONaClO：： 6000ppm 6000ppm ））
QCX500QCX500--L+ECOL+ECO--200+200+水水（約（約4242℃℃））＝＝ 11 ：： 0.50.5 ：：3.53.5

②洗浄・封入時間②洗浄・封入時間

洗浄：洗浄：55・・1010・・1515分、封入分、封入6060分分 ※※NaClO:NaClO:次亜塩素酸ナトリウム次亜塩素酸ナトリウム



①カプラ戻口ライン付着物の分析結果①カプラ戻口ライン付着物の分析結果

観察倍率観察倍率

肉眼肉眼 2020倍倍 800800倍倍

染色前染色前 付着物は いずれもポンソ付着物は いずれもポンソ 33RR染色染色染色前染色前

（未染色）（未染色）

ポンソーポンソー33RR染色染色

付着物は、いずれもポンソー付着物は、いずれもポンソー33RR染色、染色、

ズタンブラックズタンブラックBB染色、染色、PASPAS染色において、染色において、

強い染着性が認められ、蛋白質、脂質、強い染着性が認められ、蛋白質、脂質、

染
色
試

染
色
試

ポンソーポンソー33RR染色染色
（蛋白質）（蛋白質）

ズタンブラックズタンブラック

糖鎖を含む有機物主体の汚れである糖鎖を含む有機物主体の汚れである

ことが確認された。ことが確認された。

試
験
試
験

ズタンブラックズタンブラック

BB染色染色
（脂質）（脂質）

洗浄工程：月～土（洗浄工程：月～土（NaClONaClO：：333ppm333ppm））

前水洗（前水洗（4040分）分）→→薬洗（薬洗（3030分）分）

PASPAS染色染色
（糖鎖）（糖鎖）

→→封入（月水金封入（月水金180180分：火木土分：火木土300300分）分）

→→後水洗（後水洗（6060分）分）



②スポット洗浄前後での比較（除去効果）②スポット洗浄前後での比較（除去効果）

洗浄前洗浄前 洗浄洗浄55分後分後 封入封入11時間後時間後

ラインラインAA
ECOECO--200200

（（NaClO:12000ppmNaClO:12000ppm））pppp

ラインラインBB
QCXQCX--500L+ECO500L+ECO--200200
（（NaClO:12000ppmNaClO:12000ppm））（（NaClO:12000ppmNaClO:12000ppm））

ラインラインCC
QCXQCX--500L+ECO500L+ECO--200200
（（NaClO:6000ppmNaClO:6000ppm））

付着物における除去はライン付着物における除去はラインBB ラインラインCCでは有意さは認められなかったがでは有意さは認められなかったが付着物における除去はライン付着物における除去はラインBB、、ラインラインCCでは有意さは認められなかったが、では有意さは認められなかったが、

ECOECO--200200単剤よりは明らかに洗浄効果が単剤よりは明らかに洗浄効果がUPUP 、短時間で除去された。、短時間で除去された。



③スポット洗浄前後での比較（肉眼及び顕微鏡観察）③スポット洗浄前後での比較（肉眼及び顕微鏡観察）

洗浄前洗浄前 洗浄後洗浄後洗浄前洗浄前 洗浄後洗浄後

肉眼観察肉眼観察

2020倍倍
観察倍率観察倍率

2020倍倍

倍倍800800倍倍



④スポット洗浄前後での④スポット洗浄前後でのETET及び生菌数の結果及び生菌数の結果④スポット洗浄前後での④スポット洗浄前後でのETET及び生菌数の結果及び生菌数の結果

洗浄前洗浄前 洗浄後洗浄後

ET:EU/mlET:EU/ml 生菌生菌:CFU/50ml:CFU/50ml ET:EU/mlET:EU/ml 生菌生菌:CFU/50ml:CFU/50ml

ラインラインAA
ECOECO--200200

（（NaClO:12000ppmNaClO:12000ppm））
0.3210.321 44 ＜＜0.0010.001 33

ラインラインBB
QCXQCX--500L+ECO500L+ECO--200200
（（NaClO:12000ppmNaClO:12000ppm））

1.6971.697 ＞＞100100 ＜＜0.0010.001 00

ラインラインCCラインラインCC
QCXQCX--500L+ECO500L+ECO--200200
（（NaClO:6000ppmNaClO:6000ppm））

0.0010.001 ＞＞100100 ＜＜0.0010.001 00

洗浄後での、洗浄後での、ETET値は検出感度以下、生菌数はラインＡのみ検出された。値は検出感度以下、生菌数はラインＡのみ検出された。



⑤スポット洗浄前後での生菌数の結果⑤スポット洗浄前後での生菌数の結果

ET:1.697EU/mlET:1.697EU/ml ET: ET: ＜＜0.001EU/ml0.001EU/ml

検査結果から、有機物主体の付着物は細菌繁殖の温床になっていたと検査結果から、有機物主体の付着物は細菌繁殖の温床になっていたと

＞＞100CFU/50ml100CFU/50ml 0CFU/50ml0CFU/50ml

検査結果から、有機物主体の付着物は細菌繁殖の温床になって たと検査結果から、有機物主体の付着物は細菌繁殖の温床になって たと

考えられ、付着物除去により、細菌の繁殖を抑制出来たと考えられる。考えられ、付着物除去により、細菌の繁殖を抑制出来たと考えられる。



⑥スポット洗浄後の比較⑥スポット洗浄後の比較

１ヶ月後１ヶ月後 ２ヶ月後２ヶ月後 ３ヶ月後３ヶ月後

ラインラインAA
ECOECO--200200

（（NaClO:12000ppmNaClO:12000ppm））（（NaClO:12000ppmNaClO:12000ppm））

ラインラインBB
QCXQCX--500L+ECO500L+ECO--200200
（（NaClO:12000ppmNaClO:12000ppm））

ラインラインCC
QCXQCX--500L+ECO500L+ECO--200200QCXQCX 500L+ECO500L+ECO 200200
（（NaClO:6000ppmNaClO:6000ppm））

ラインＡでは 付着物が完全に除去されず 細菌繁殖の温床になっていたと考えられラインＡでは 付着物が完全に除去されず 細菌繁殖の温床になっていたと考えられラインＡでは、付着物が完全に除去されず、細菌繁殖の温床になっていたと考えられ、ラインＡでは、付着物が完全に除去されず、細菌繁殖の温床になっていたと考えられ、
ラインＢ、ラインＣでは完全に付着物除去されたことにより、バイオフィルムの形成をラインＢ、ラインＣでは完全に付着物除去されたことにより、バイオフィルムの形成を
抑制出来たと考えられる。抑制出来たと考えられる。



考察考察考察考察

・塩素系洗浄剤との相乗効果によって、高い洗浄力が発揮され付着物・塩素系洗浄剤との相乗効果によって、高い洗浄力が発揮され付着物塩素系洗浄剤 相乗効果 よ 、高 洗浄力 発揮され付着物塩素系洗浄剤 相乗効果 よ 、高 洗浄力 発揮され付着物

が完全に除去された。が完全に除去された。

・付着物は細菌繁殖の温床になっていると考えられ、完全に除去する・付着物は細菌繁殖の温床になっていると考えられ、完全に除去する

ことで、バイオフィルムの形成を抑制出来ると考える。ことで、バイオフィルムの形成を抑制出来ると考える。

・短時間によるスポット洗浄であったため、・短時間によるスポット洗浄であったため、NaClONaClO（（6000ppm~12000ppm6000ppm~12000ppm））

による透析装置内の部品劣化の影響は少ないと考えるによる透析装置内の部品劣化の影響は少ないと考えるによる透析装置内の部品劣化の影響は少ないと考える。による透析装置内の部品劣化の影響は少ないと考える。

・日常の管理で再付着させない希釈倍率・貯留時間など洗浄条件の・日常の管理で再付着させない希釈倍率・貯留時間など洗浄条件の日常の管理で再付着させない希釈倍率 貯留時間など洗浄条件の日常の管理で再付着させない希釈倍率 貯留時間など洗浄条件の

検討が必要であると考える。検討が必要であると考える。



結語結語結語結語

QCXQCX 500L500Lは 日常洗浄では除去がは 日常洗浄では除去がQCXQCX--500L500Lは、日常洗浄では除去がは、日常洗浄では除去が

困難な有機物主体による汚れの困難な有機物主体による汚れの機機

スポット洗浄剤としてスポット洗浄剤として 有効であった。有効であった。


